
シリーズ特集

「地域を支える世代間交流」

柿の栽培体験学習
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　地域を支える人々や活動に焦点を当てることで、町民の皆さんとともにウィズコロナにおける地域づくりや世
代間交流について考えていくために、シリーズとして掲載しています。
　第４回目となる今月は「柿の栽培体験学習」です。

　町内の各小学校では、地元の自然や特産物に関わる学習を通して、子どもたちの生きる力を育むために、
米や柿などについての栽培体験学習が行われています。
　今回は、北小３年生の「総合的な学習の時間」を取り上げ、かき振興会会員の川瀬利明さんに、子どもた
ちへの熱い思いや自身のやりがいについてお聞きしました。

柿の栽培体験 学習を通して、地域の
ふれあいの 大切さを伝えたい
� 大野町かき振興会会員　川瀬 利明 さん

・北小の栽培体験学習の指導を始めたきっかけは？
　北小学校から、敷地内に植えられていた柿の木の管理を依頼されたのが、学校と関わるきっかけで、
数件の柿農家で始めました。その後、学校から栽培体験学習の講師を依頼され、今年で１３年目にな
ります。
　今の子どもたちは体験学習が少ない。柿の栽培体験学習を通して「地域の特産物をもっと知ってほ
しい」「地域について学んでほしい」という思いと、子どもたちとのふれあいが楽しみで続けています。

・１３年間続けられている理由は？
　「地域のふれあいの大切さ」を考えたからです。コロナだからと中止にするのではなく、通常は屋内
で行う柿の試食を屋外で行うなど、指導を継続していくための工夫をしています。
　さらに、JAいび川の総代をしていた際に、食育の取り組みがあると知り、JAからは職員派遣や肥
料や農薬などの協力、県からも講師派遣の協力をしてもらっています。また、地域の人にも呼びかけた
ところ「子どもたちの笑顔が見たいから」と一緒に指導をしてもらっています。

・栽培体験学習を通して、子どもたちに伝えたいことは？
　柿の栽培体験学習だけではなく、地域の人を大切にする心が育ってくれることを願い、あいさつや思
いやりについても伝えています。また、自ら進んで勉強して、自信を持っていろいろなことに取組むなど、
子どもたちの成長を願って指導しています。
　しかし、このように子どもたちと関わることが逆に私自身元気をもらい、勉強させてもらっています。
子どもたちと接することが今の私の生きがいになっています。
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◎川瀬さんにお聞きしました INTERVIEW
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※�シリーズ特集「地域を支える世代間交流」は来年１月号はお休みします。

柿の栽培体験 学習を通して、地域の
ふれあいの 大切さを伝えたい
� 大野町かき振興会会員　川瀬 利明 さん

◎柿栽培を通して、ふるさとへの誇りや愛着を育てたい
　川瀬さんは、柿の栽培について初めて知ることが多い子どもたちにも分かりやすく説明をされていて、
学びやすい工夫をされていました。柿の栄養価やおいしさなど地域の特産物の魅力が伝わり、食育の
推進にもつながってるようでした。そして常に笑顔で、その温かいまなざしに子どもたちへの深い愛情を
感じました。
　子どもたちも、そんな丁寧な指導に感謝しながら、楽しんで学習に取り組んでいました。柿の栽培体
験学習を通して、地域の人とのふれあいを大切にする気持ちは伝わっているように感じました。また、地
域の農業を体験することで、携わる人の苦労や喜びを身近に感じ、地域への親しみや愛着が芽生えてく
ると思います。
　そして、コロナ禍でさまざまなイベントや活動が制限されるときだからこそ、子どもたちに地域のふれあ
いの大切さを伝えたいと続けている活動が、子どもたちだけでなく大人にとってもよい経験になり、やが
て生きがいへつながると教えていただきました。

【川瀬 利明 さん】
　大野町寺内在住。柿農家で、大野町か
き振興会会員。平成２１年から北小３年
生に、地元の特産物である柿の栽培体験
学習の指導をされており、平成２４年度
には町青少年育成町民会議の「善行表彰」
を受賞されました。「地域のふれあいが
一番の目的」と取り組んでおられます。

・どの花や蕾をつむのかが難しかった。秋に大きな柿が実るのが楽しみです。
・�おいしい柿の見分け方や、早秋、太秋などいろいろな種類の柿の食べ比べをして、味の違いなど初め
て知ることが多く、楽しかった。
・�地域の人と体験するのが楽しかった。いろいろ教えてもらいながら一緒に収穫できてうれしいし、私た
ちみんなのためにしてくれて感謝しています。
・コロナでも中止せずに続けてやってほしい。
・柿が実る環境、自然を大事にしたい。
・�農業は大変だけど、柿の実が実るのはうれしいし、おいしくて栄
養のある柿を、もっとたくさんの人に食べてもらいたい。自分が収
穫した柿を家族にお土産に持って帰るのが楽しみです。

1 摘蕾・摘花体験の様子（５月）
2 収穫体験の様子（１０月１９日）
3 �収穫体験の様子。川瀬さん、

國枝登志子さん、児島恵子さ
ん、林多恵子さんと北小学校
３年生の子どもたち
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◎柿の栽培体験学習をした子どもたちに聞きました
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